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要約  
本稿では、新型コロナウィルス感染症問題で各大学が工夫して取り組んでいるオンライ

ン型講義について、筆者が担当した科目の中から、マルチメディア論を取りあげ、前期の

講義における実践事例の紹介を行った。今回、実践した内容の中から、課題提示授業、

KIIS 学修ポートフォリオ、要点整理 Word ファイル、定期試験・期末レポートについて取

り上げ、オンライン型講義における適用可能性について検討を行ったものである。学生の

取り組み状況、実施例、アンケート結果を踏まえると、いずれの実践内容においても、オ

ンライン型講義での適用は十分に可能であることが示唆された。  
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１． はじめに 
 

2020年、新型コロナウィルス感染症（COVID-
19）拡大に伴い、世界各地でパンデミックが起

こっている。日本においても、2020年4月に緊急

事態宣言が発令され、国民の生活は大きく変わっ

た。こうした中、新年度を迎えた大学では、学生

も教職員もいないキャンパスと、対面講義からほ

とんどが遠隔講義に切り替わり、その光景は以前

とは異なる様相となった。文部科学省による新型

コロナウィルス感染症の状況を踏まえた大学等の

授業の実施状況1)（2020,07,01）によると、コロ

ナ禍で講義を中断・延期している国公私立大学お

よび高等専門学校はなく、回答が得られた全

1069校全てが、遠隔講義を含めた講義を実施し

ているという結果であった。さらに、その内訳は、

対面と遠隔を併用している学校も含めると、約

84%が遠隔講義を実施しているという状況であっ

た。本学も例外ではなく、特に前期開講科目のほ

とんどが遠隔講義での実施となった。途中、対面

に戻る講義もあったが、全面的に対面に戻ること

はなく、遠隔と対面の併用によって講義を実施し

てきた。 
本学における遠隔講義の実施方法はZoomを用

いたオンライン型講義、録画・録音によるオンデ

マンド型講義、講義内容を反映させた課題を提示

する演習型講義の3種類である。Zoomを用いた

オンライン型講義は、様々な大学で実践されてい

る2)-4)。専門分野等によって様々な形態の講義・

演習科目があるため、すべての講義を同じ形態で

実施することは困難である。実際、筆者において

も、オンライン型と演習型による講義を担当科目

間で併用してきた。 
そこで、本稿では新型コロナウィルス感染症問

題で各大学が工夫して取り組んでいるオンライン

型講義について、筆者が担当した科目の中から、
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（２） 第 3～12 回：Zoom を用いたオンライン

型講義 
 
オンライン型講義における講義展開について記

述する。当初は対面講義を想定していたため、板

書と配布資料による講義と調査研究・発表という

演習を想定していた。しかし、オンライン型講義

に変更したことによって、講義展開および方法に

ついて十分な検討が必要となり、筆者のこれまで

の講義経験と履修学生の情報リテラシー能力、お

よび現状での設備を総合的に判断し、図 1 のよう

に講義展開を計画した。ここで、履修学生の情報

リテラシー能力というのは、オンライン型講義に

参加するための基礎的技能（Zoom ミーティング

に参加できる）や文書作成能力（Word、Excel、
Power Point を使用できる）といったものを指す。

また、Zoom での講義は、学生も初めての試みで

あったため、図 1 の講義形式へ移行する際は、最

初の数回で Zoom の操作等に慣れるように記入時

間等の時間配分について多めに確保し、フォロー

できない学生が出ないように配慮した。 

次に、図 1 にしたがって、講義展開の詳細につ

いて述べる。導入部にあたる講義開始 10 分で、

出欠確認とポートフォリオの記入を行う。出欠確

認に関しては、九州情報大学で利用されている出

席管理システム「出席君」を用いて行い、ポート

フォリオに関しては、本年度から新たな書式に改

訂された九州情報大学の「KIIS 学修ポートフォ

リオ」を使用している。このポートフォリオの活

用方法と効果については、後述する。次いで、当

該講義内容の要点を設問形式でまとめた要点整理

という Word ファイルを Zoom のチャット機能を

通して学生に配布し、学生はその Word ファイル

を開いたまま、講義を受ける準備をする。図 2 に

要点整理 Word ファイルの内容を示す。要点整理

のファイルを配布し、講義の準備をする 5 分間で、

学生は要点整理のファイルに目を通し、当該講義

内容を把握できるように配慮している。また、設

問内容は、複雑にならないように、留学生にも分

かりやすいように工夫している。 
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特に効果と課題が浮き彫りになったものを実践内

容とともに紹介し、今後のオンライン型講義の参

考になればと考えている。 
 
２． オンライン型講義に採用した科目 
 
 2020 年度前期に担当した科目は、講義系 1 科

目と演習系 5 科目である。科目の性質上、オンラ

イン型講義に採用したものは、講義系科目のマル

チメディア論(3、4 年生対象)、演習系科目の情報

リテラシー演習(1 年生対象)とプログラミング実

践 I(2年生対象)である。その他の科目はオンライ

ン講義と対面講義との併用で実施した。これらの

オンライン型講義の中で、本稿では 3、4 年生を

対象としたマルチメディア論について、実施した

内容を報告する。 
 マルチメディア論は 3 年生と 4 年生を対象に開

講された選択科目である。本科目は 4 年生 16 名、

3 年生 46 名の計 62 名が履修していた。内訳は日

本人学生 38 名、留学生 24 名であった。本講義

は、水曜日の 1 限に設定されていたが、講義の平

均出席率は 90%を超えていた。通常、1 限の講義

は、遅刻者や欠席者が多数出てくる傾向にあるが、

出席率が高いという結果が、オンラインになった

ことで自宅から受講できることに起因しているの

かは不明である。また、本科目は教職認定科目で

もあるため、教職を志望する学生も受講している。 
 
３． 講義の構成および実施内容 
 
 はじめに、マルチメディア論の講義について全

15 回の流れについて概説する。15 回の講義につ

いて主な流れは以下の通りである。 
 
第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
第 3～12 回：Zoom を用いたオンライン型講義 
第 13～15 回：Zoom を用いた定期試験および、

期末レポート作成 
 
 第 1、2 回目は、課題を学生に提示し、各自レ

ポートを作成する講義を行い、それと平行して、

第 3 回以降のオンライン型講義について検討を進

めた。最後の 3 回は、履修生全員が同時に試験を

受けると三密（密閉・密集・密接）となるおそれ

があったため、履修生を分散し、十分に感染症対

策を考慮した分散型試験を想定した。各講義・試

験に関する詳細は後述する。 
 
（１） 第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
 
 はじめの 2 回分は、履修生に課題を提示し、当

該時間内で課題を作成してもらう演習型講義を実

施した。提示した課題は以下の通りである。 
 
第 1 回 課題文 
『「私の周りにあるマルチメディア」というタイ

トルで、あなた自身の日常生活にどのようなマル

チメディアが存在しているか、どのようなマルチ

メディアを使用しているかについて書いて下さい。

また、あなたが使用しているものがマルチメディ

アだと言える理由も併せて書いて下さい。ただし、

マルチメディアという言葉についてインターネッ

ト等で調べずに、この課題を読んだ時点でのあな

たが理解しているマルチメディアという言葉で課

題に取り組んで下さい。（間違っていても問題あ

りません。）』 
 
第 2 回 課題文 
『第 1 回目で書いた「私の周りにあるマルチメ

ディア」という課題をマルチメディアという言葉

を調べて十分に理解した上で、加筆・修正をして

下さい。ただし、前回書いた文章で加筆・修正が

ない場合はそのまま提出してもらって構いませ

ん。』 
 
上記課題を提出してもらった。ただし、課題に対

して取り組むというだけでなく、課題について自

分自身がどの程度知っているのか、あるいは分

かっていないのかということを考えてもらうよう

に設問設定を工夫している。 
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たが、その場合、あやまって教員個人ではなく全

体に誤送信してしまう危険性を考えてメール添付

とした。期末レポートについては、マルチメディ

ア技術と情報リテラシー技能を活用したものとし

た(図 5)。レポート提出も、同様にメール添付で

の提出とした。 
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そして、講義の主軸となる部分は、20 分の講

義と 5 分のまとめ時間を 3 セット実施した。学生

はパソコン画面を見ながら講義を聞くことでかな

りの集中力を使うため、あえてまとめ時間を与え

ることで、体を動かし、心身を一度リセットさせ、

再度集中力を持たせることを意識して設定した。 
また、3 セット目のまとめ時間では、学修ポー

トフォリオの記入も行い、当該講義時間の整理と

次回への準備を促した。図 3 に講義スライドの例

を示す。学生には、視覚的に理解してもらうため

図などを用いる他、説明の記述は端的に行うよう

にした。例えば、図 3 の講義スライドを提示して、

学生は図 2 の要点整理 Word ファイルの一つ目の

設問をまとめる作業を行う。 
 
（３） 第 13～15 回：Zoom を用いた定期試験

および、期末レポート作成 
 
 今までどおりの講義方法であれば、マルチメ

ディアについて調査研究を実施してもらい、その

成果を発表する時間に充てていたが、60 名を超

える人数で一斉に集まっての対面での実施が困難

となったため、期末レポートで代替することとし、

さらに、定期試験を対面で実施するために人数を

20 名ずつに分散させることとした(図 4)。 
 

 
 

これによって、定期試験期間における学内での

三密を避け、学生同士の接触を軽減できると考え

たためである。しかし、定期試験を目前にした 7
月下旬に、再びコロナウィルス感染拡大が全国的

に生じたため、全面遠隔講義になった。そこで、

検討していた対面での分散試験を Zoom を用いた

試験に変更することとした。受験者は、無作為に

20名ずつ抽出し、3つのグループに分けた。定期

試験問題は、基本的には要点整理 Word ファイル

からの出題とし、予め Word で試験問題を作成し

ておき、Zoom に試験受験者のみを入室させ、出

席の確認後、Zoom のチャット機能を利用して一

斉に配布した。その後、通常の定期試験と同様に、

試験時間は 60 分に設定し、制限時間内に Word
ファイルに解答を各自作成させ、メール添付で回

収した。Zoom のチャット機能で教員へ記入後の

Word ファイルを送付してもらうことも考えられ
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の提出とした。 
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そして、講義の主軸となる部分は、20 分の講

義と 5 分のまとめ時間を 3 セット実施した。学生

はパソコン画面を見ながら講義を聞くことでかな

りの集中力を使うため、あえてまとめ時間を与え

ることで、体を動かし、心身を一度リセットさせ、

再度集中力を持たせることを意識して設定した。 
また、3 セット目のまとめ時間では、学修ポー

トフォリオの記入も行い、当該講義時間の整理と

次回への準備を促した。図 3 に講義スライドの例
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これによって、定期試験期間における学内での
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試験時間は 60 分に設定し、制限時間内に Word
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コロナ禍における遠隔講義の実践と課題　（荒平高章）
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毎回の講義で学生が自主的に記入するのは、習

慣づける必要があると判断し、講義最初に記入さ

せる時間を設けた。記入させる際は、ポートフォ

リオの記入箇所を Zoom の画面共有機能を用いて、

明示することで、学生がやっている内容を見失わ

ないように工夫した。図 7 に日本人学生と留学生

1 名ずつの学修ポートフォリオの記載例を示す。

いずれの学生の場合も、書式や文字の大きさ等の

体裁的な部分ができていなかったので、その点を

中間コメントで指摘をしている。図 7 に示したも

のは、共に最終提出版であるが、書式等の体裁は

きちんと整えられていたため、中間コメントの効

果は十分にあったと考えられる。改訂前のポート

フォリオの場合は、最終講義後に回収するように

なっていたため、学生が提出するまでどのような

記載内容になっているかを把握できなかった。今

回のポートフォリオでは、そこが中間コメントで

改善されており、より学生と教員の双方向コミュ

ニケーションとして効果的であると考えられる。 
次に、最終講義後に行われる自己評価に関して

記述する。自己評価は学修達成度として点数化し

て評価される。この評価は本学の学士力に対応し

ており、学生が自分自身を客観的に見つめ直し、

評価を行っている。この評価に関して考察すると

すれば、次の点が挙げられる。 
一つ目は、個々人がきちんとシラバスに目を通

していないという点である。シラバスには、学ぶ

科目に対応して、重点的に修得できる力にチェッ

ク(丸印)が入っている。したがって、学生はシラ

バスにチェックがある学士力に対してきちんと自

己評価を行う必要がある。しかし、ほとんどの学

生は、チェックの入っていない学士力に対しても

高く評価しており、必ずしも当該科目において修

得できない訳ではないが、可能であればチェック

の入った学士力に対して重点的に評価し、それ以

外の項目については平均的に評価を行う方が望ま

しいと言える。そうすることで、各科目で設定さ

れた重点的に修得できる学士力とそうでない学士

力を比較検討することが可能となるだけでなく、

その自己評価を見て、総合評価を行う教員側も評

価しやすくなる。中には、すべての項目を最高点

にしている学生もいたため、上記のような自己評

価に対する何らかの指標が必要ではないかと考え

られる。あるいは、本ポートフォリオの自己評価

に関しては、教員側がきちんと学生を導いていく

ように説明を行う必要があるのではないかとも考

えられる。 
二つ目は、教員の評価よりも学生の評価におい

て点数が高くなる傾向にあることである。必ずし

も全員という訳ではないが、多くの学生が自己評

価として高得点を記入していた。自己評価である

から、学生本人が「頑張った」、「満足している」

と判断した結果であるのは間違いないと推察でき

るが、教員が評価を行うと学生の自己評価よりも

やや低い点数となることが分かった。このことに

ついては、教員が学生の学士力について評価を行

う場合、学生の受講態度だけでなく、出席状況、

提出物の提出状況や結果、試験成績等を総合的に

判断して得点を算出しているからであり、学生が

自己評価するための判断材料よりも多くの判断材

料を要しているからだと考えられる。学生の自己

評価と教員の評価について単純に比較することは

難しいが、学生の自己評価を教員のそれに近づけ

ようとするのであれば、提出物や定期試験の結果

を自己評価をさせる際にフィードバックさせるこ

とで、学生と教員の判断材料をできる限り同じに

していくことが必要だと考えられる。しかし、遠

隔講義でも、今年度から新しく改訂された KIIS
学修ポートフォリオは十分に活用が可能であると

いえる。 
以上のことから、KIIS 学修ポートフォリオの

成果としては、以下のことが挙げられる。 
 
1) Zoom によるオンライン型講義において、

KIIS 学修ポートフォリオの活用は十分に可

能である。 
2) 今回の KIIS 学修ポートフォリオの実践結果

から、学生がシラバスを十分に読んでいない

可能性が示唆され、シラバスに関する説明を

行うことで KIIS 学修ポートフォリオの活用

効果が上がると考えられる。 
3) 今回の KIIS 学修ポートフォリオの実践結果

から、学生と教員の評価に差異が生じること

が分かり、その原因として、評価に関する判
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４． 講義実践の結果 
 
（１） 第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
 
 はじめの 2 回で実施した課題提示の演習型講義

の効果について記述する。この課題は、まず何も

参照せずに自分の頭にある知識をアウトプットし

てもらうことが 1 回目であり、アウトプットした

ものが、正しいかどうかを判断し、また知らない

情報などを探し出し、1 回目の課題を推敲すると

いうステップアップ方式の課題である。「マルチ

メディア」という言葉を耳にしたことがあったと

しても、それを定義として記憶している学生はあ

まりいないように感じた。図 6 に今回提出された

課題の中から選んだある学生の課題を示す。この

学生の場合、実体験と自分の知識を総動員して 1
回目の課題に取り組んでいる。特に、マルチメ

ディアを「マルチ」と「メディア」に分割し、

知っている知識から導きだしている。しかし、2
回目になると、自分の知識が正しいのかを精査し、

参考となるサイトから情報を探し、アウトプット

している。また、正しい「マルチメディア」とい

う言葉の知識が得られたことで、課題の文章運び

がスムーズになり、より明快かつ論理的な文章と

なっている。また、引用文献を明示することはレ

ポート作成の基本であり、本学の情報リテラシー

教育の効果が現れている。本稿では、課題の例と

して一人の学生しか明示していないが、他の学生

の課題に関しても、1 回目の課題から 2 回目の課

題は改善されており、参考文献等の情報も記載さ

れていた。また、今回の課題では、1 回目の内容

と異なる記述に関しては、2 回目では朱書きにさ

せている。このことは、学生がきちんと自己学習

を行っていることを教員側が視覚的に把握するこ

とが可能であり、その学習効果がどの程度向上し

ているかを知ることができると考えられる。以上

のことから、課題提示の演習型講義の成果として

は、以下のことが挙げられる。 
 
1) 参考文献等のレポートに必要な基本事項は低

学年教育によって身に付いていた。 

2) 1 回目と 2 回目でステップアップさせるよう

に課題を工夫することで、ほとんどの学生が

課題内容をアップデートしていた。 
3) 課題とするテーマを工夫することで、学生の

学習効果を教員側が可視化させることが可能

である。 
 
（２） 第 3～12 回：Zoom を用いたオンライン

型講義 
 
 本稿の根幹部である Zoom によるオンライン型

講義の実践から得られた結果とその考察を行う。 
 
（a） KIIS 学修ポートフォリオの実践と効果 
 
 前述したとおり、今年度から KIIS 学修ポート

フォリオという従来のポートフォリオとは様式が

異なったものが導入された。したがって、本講義

においても、学生の学びの履歴として KIIS 学修

ポートフォリオを使用することとした。KIIS 学

修ポートフォリオについて以下に箇条書きで概説

する。 
 
 当該科目の目標成績および履修の理由、関連

する科目を整理する欄がある。 
 全 15 回講義の内容と事前学習・事後学習に

ついてまとめる欄があり、課題等の提出物を

管理するスペースが設けられている。 
 中間コメントとして、学生自身の取り組み状

況や反省・要望等を記入する欄が新設され、

教員へ提出される。教員は、その回答等を記

入し、学生へフィードバックする。 
 最終講義後（定期試験前）に、自己評価とし

て、学生自身の取り組み状況や反省等を記入

する欄の他、当該講義を履修した結果として

どの程度学修が達成されたかを点数によって

評価する欄が新設された。中間コメントと同

様に、学生が記入後、教員も個々の学生に対

して記入し、フィードバックできるように

なっている。 
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においても、学生の学びの履歴として KIIS 学修

ポートフォリオを使用することとした。KIIS 学

修ポートフォリオについて以下に箇条書きで概説

する。 
 
 当該科目の目標成績および履修の理由、関連

する科目を整理する欄がある。 
 全 15 回講義の内容と事前学習・事後学習に

ついてまとめる欄があり、課題等の提出物を

管理するスペースが設けられている。 
 中間コメントとして、学生自身の取り組み状

況や反省・要望等を記入する欄が新設され、

教員へ提出される。教員は、その回答等を記

入し、学生へフィードバックする。 
 最終講義後（定期試験前）に、自己評価とし

て、学生自身の取り組み状況や反省等を記入

する欄の他、当該講義を履修した結果として

どの程度学修が達成されたかを点数によって

評価する欄が新設された。中間コメントと同

様に、学生が記入後、教員も個々の学生に対

して記入し、フィードバックできるように

なっている。 
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断材料が学生と教員で異なることが考えられ、

それらをできる限り同じにしていくことで、

その差異は小さくなると考えられる。 
 
（b） 要点整理 Word ファイルの実践と効果 
 
 本講義で実践した要点整理 Word ファイルの効

果について記述する。図 2 に示したように、毎回

の講義開始時に Word ファイルで配布している。

講義中や講義外で学生が作成したファイルについ

て確認してはいないが、各自作成したファイルが

そのまま定期試験対策用の学習教材になるように

工夫している。この Word ファイルの実践結果と

して学生がポートフォリオに記載した教員へのコ

メントを以下に示す。 
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 毎回要点整理ができたため、授業内容が理解

しやすかったです。 
 先生が授業ごとに最初にポイント等を提示し

てくれるため、勉強がしやすかった。Zoom
であったものの、まとめる時間等も設けてく

れていたため、なにも問題なく授業を受ける

ことができた。 
 授業毎にある要点整理もしっかりできたので

授業内容については理解できたと自負してい

ます。 
 授業でいい点を挙げるならば、要点整理の時

間を設けてもらえるところで、後で一気に要

点整理するよりも小分けにして要点整理した

ほうが頭に入りやすいと感じた。 
 重要な部分を要点整理としてまとめて資料を

作って下さるおかげでとても授業が受けやす

かったです。 
 授業を聞きながら要点整理をすることで内容

が身に付いた。 
 要点を整理するワードを見ながら取り組んで

いた為とても分かりやすかった。 
 
 ほとんどの学生が、上記のようなコメントを残

しており、否定的なコメントを書いている学生は

いなかった。また、学生によっては、まとめる時

間が短いと感じたり、長いと感じたりと個人差が

あるようであった。特に短いと感じた学生につい

ては、講義内容自体が難しくまとめることが困難

であった学生、講義自体は理解できていたが、そ

れを Word ファイルにまとめることが困難であっ

た学生に分けられると考えられる。今回の Zoom
におけるオンライン型講義の難点は、履修生一人

ひとりが時間内にまとめ終わっているかを把握で

きないことである。対面講義であれば、学生の様

子を見ることである程度把握することができるが、

パソコンの画面越しでは、相手の様子を把握する

のは困難である。対策として、Zoom の挙手機能

やチャットでの確認などを行ってみたが、全ての

学生へ注意を向けることは難しく、また挙手をし

たいけれどもできない学生やチャットに思ったこ

とを書き込めない学生などがいた場合、これらの

対策では不十分であると考えられる。学生のポー

トフォリオによるコメントから、要点整理 Word
ファイルおよび、講義内でのまとめ時間について

有用であることが示唆されたが、これがオンライ

ン型講義において有用であるのか、対面講義では

どうであるのかといった不明な点も存在する。今

回導入した要点整理 Word ファイルおよび、講義

内でのまとめ時間については、今後の当該科目や

それ以外の科目でも実践し、対面講義での効果、

遠隔講義での効果、それぞれでの学生の反応など

を詳細に検討する必要があるが、それは今後の課

題とし、結果が出れば報告させて頂きたい。 
 以上のことから、要点整理 Word ファイルの成

果としては、以下のことが挙げられる。 
 
1) 学生にとっては、講義の要点が分かるため、

要点整理 Word ファイルは有用であると考え

られる。 
2) まとめ時間はそれまでの講義内容を整理する

ことだけでなく、今後の学習素材を作る上で

重要な時間である。 
3) 本稿での要点整理 Word ファイルの実践は、

オンライン型講義においての結果であり、対

面講義での結果等を検討していく必要がある。 
 
（３） 第 13～15 回：Zoom を用いた定期試験

および、期末レポート作成の実践と効果 
 
 まず、Zoom を用いた定期試験に関して記述す

る。第３章第３節で述べたように、3 つのグルー

プに分散させて Zoom を用いて定期試験を実施し

た。すべての定期試験では、出題する問題を全て

変えることで、先に受験する学生に不利益が生じ

ないように配慮した。出題は要点整理 Word ファ

イルからを基本とし、制限時間内に配布された

Word の答案用紙を作成してメールで提出する方

式である。本科目で採点した結果を図 8 に示す。 
図 8 の左から、履修生全員、日本人学生、留学

生それぞれの得点率を示している。履修生全員の

得点率はおよそ 70%となり、対面での十分な監

視下でない状況を鑑み、難易度を上げたことから、

学生全員が、誠実に試験に取り組んだ様子が伺え

る。オンライン下で実施すると、学生への監視が
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十分に行き届かないことを懸念していたが、極端

な良い・悪いの分布に偏りがなかったため、本科

目に関しては、定期試験としての効果が得られた

のではないかと考えられる。また、日本人学生と

留学生の間で若干の得点率に差が生じているが、

このことは、講義の理解度に依存する場合と、日

本語能力に依存する場合の 2 つが考えられる。今

回の試験結果と留学生の履修態度等を総合的に判

断してみても、どちらが優位かは判断が難しく、

何らかの判断指標が必要になると考えられる。し

かし、日本人学生と大幅に差が生じている訳では

ないことから、留学生も本講義に関して懸命に取

り組んでいる姿勢が見て取れた。他方、試験の得

点率が伸びていない原因としては、学生の情報リ

テラシー能力も考えられる。Word の操作が十分

にできない学生やタイピングが遅い学生などがい

た場合は、結果として時間内に答案を作成するこ

とができなかった可能性がある。 
 

 
 
 次に、期末レポートの実践結果について記述す

る。図 5 に示したように、期末レポートは、でき

る限り学生自身のことで、今後の学生生活に活用

できるテーマとして、「卒業研究」を取りあげた。

ほとんどの学生が、自身の卒業研究内容を把握し

ており、それをレポートに反映させていた。本期

末レポートは、通常のレポートのように、文章で

記述する形式ではなく、ポスター形式にしている。

これによって、相手に理解してもらうためには、

文章だけでなく、図などを効果的に使用しなけれ

ばならない。また、印象に残るフレーズや、書

体・レイアウトの工夫も必要になるため、学生に

とっては、通常のレポートよりも難しい反面、興

味深く取り組めたという意見を多数受けている。

したがって、本定期試験とは異なる視点でのレ

ポートとなり、学生は多角的な知識・技能が身に

付けることができたと考えられる。 
以上のことから、Zoom を用いた定期試験およ

び、期末レポートの成果としては、以下のことが

挙げられる。 
 
1) 定期試験結果より、Zoom を用いて行った場

合においても、試験内容・方法を工夫するこ

とで、対面での試験と同等の効果が得られる

ことが示唆される。 
2) Zoom 等のメディアを用いた試験の場合、当

該科目の理解度だけでなく、情報リテラシー

能力等によって試験結果に影響が出ることが

考えられるので、科目の理解度だけを評価で

きるように工夫する必要がある。 
3) 定期試験とは異なる形式で実施した期末レ

ポートは、ポスター作成というテーマに学生

は興味・関心を持って取り組んでいた。 
 
 
５． 遠隔講義に関するアンケート調査結果 
 
 本稿で取り上げたマルチメディア論講義におい

て、定期試験の際に「遠隔講義に関するアンケー

ト」調査を行った。アンケートの内容は以下の通

りである。 
 
質問項目： 
① 前期講義で遠隔講義を経験してみて、良かっ

た点、悪かった点を含めて率直な意見を聞か

せて下さい。 
② あなたは遠隔講義と対面講義のどちらがいい

ですか。 
 
まず、質問項目①について、代表的な回答を以下

に示す。 
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 授業の内容は非常に満足しました。配布して

頂いた資料も助かり、勉強しやすくなりまし

た。 
 毎回、ワードで要点整理するのはすごくわか

りやすいし、次に見返すときに便利でした。 
 遠隔講義でよかったことは移動時間による自

分の時間のロスが少ないこと。悪かった点は

インターネット機器の調子が悪かったりした

ら授業に遅れたり、参加できなかったりする

ところ。 
 良かった点としては、遠隔であることで、自

主的な学習の機会は増えたように思う点であ

る。悪かった点としては、質問やコミュニ

ケーションをとることができなかったことで

ある。 
 遠隔講義を経験してみて、まわりを気にする

ことなく、一人で静かに講義を受けることが

できたことが良かった点です。わからないこ

とや困ったときに、すぐに先生に尋ねること

ができないのが不便な点だと思いました。 
 
本学における遠隔講義の実施方法は Zoom を用

いたオンライン型講義、録画・録音によるオンデ

マンド型講義、講義内容を反映させた課題を提示

する演習型講義の 3 種類であり、本講義において

はオンデマンド型以外の 2 種類の講義を実践した。

これらに対する学生の感想から、遠隔になったこ

とで、通学時間の短縮になり、空いた時間を学習

に費やすことが可能であるという意見が多かった。

また、対面と違い、一人で周りを気にすることな

く受講できた点、講義を聞きながら分からないと

ころをインターネット等で調べることができる点、

必要な教科書以外の参考書なども自宅であればす

ぐに取り出して確認できる点など、自宅であるこ

とのメリットを学生が活かしていたと考えられる。 
一方、第４章第２節（b）でも言及したとおり、

対面に比べて遠隔講義では教員に対して質問をす

ることが難しいという意見が多かった。また、講

義の内容とは関係なく、パソコン等の機器の不具

合、インターネット回線の不調による通信障害で

スムーズに受講できなかったという物理的な問題

を挙げている学生も多かった。またこれらの問題

以外に、友人に会えなくて寂しい、自宅にずっと

いるとオンとオフの切り替えが難しいといった精

神面に関する意見も多かった。ここで、本講義に

関する意見についてまとめると、オンライン型講

義における要点整理 Word ファイルやまとめ時間

の設定が講義内容の理解に役に立ったという意見

の他、限られた時間の中でまとめることでタイピ

ング速度が速くなったという技術的な効果も得ら

れたことが分かった。 
 次に、質問項目②について記述する。図 9 に、

本講義を履修している 3 年生、4 年生の学生で、

アンケートに回答した学生で遠隔講義と対面講義

のどちらを希望するかの割合に関するグラフを示

す。3 年生は遠隔講義と対面講義を希望する割合

が同一であった。一方、4 年生は、対面講義より

も遠隔講義を希望する学生が多かった。4 年生に

関しては、最終学年であるため、履修する講義が

少ないことが理由として考えられる。ほとんど講

義がない中で、登校するよりは自宅から講義を受

けた方が都合がよいと考えたのではないだろうか。

一方、3 年生の場合は、履修科目が相当数存在す

ると考えられるため、履修する科目の内容等に

よって遠隔講義か対面講義かが変わってくると考

えられる。また、図 9 のグラフは本学の経営情報

学科と情報ネットワーク学科の学生で分類した訳

ではないので、学科によって回答の傾向は異なる

可能性が考えられる。 
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６． 最後に 
 
 本稿では新型コロナウィルス感染症問題で各大

学が工夫して取り組んでいるオンライン型講義に

ついて、筆者が担当した科目の中から、特に効果

と課題が浮き彫りになったものを実践内容ととも

に紹介した。本学では全学的に Zoom を用いたオ

ンライン型講義を展開しているが、他にもグーグ

ルクラスルームやe-learningシステムを駆使して

オンライン型講義を行っている大学も存在し、日

本のみならず、世界規模で大学の教育現場は大き

な転換期を迎えている。今回、紹介したマルチメ

ディア論は、日本が緊急事態宣言を発令した期間

を含む前期に開講された科目であり、試行錯誤し

ながら様々な手法を取り入れて実践した。今後も、

新型コロナウィルス感染症問題は続くことが考え

らえるので、本稿が少しでも役に立ってもらえれ

ば幸いである。 
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 授業の内容は非常に満足しました。配布して

頂いた資料も助かり、勉強しやすくなりまし

た。 
 毎回、ワードで要点整理するのはすごくわか

りやすいし、次に見返すときに便利でした。 
 遠隔講義でよかったことは移動時間による自

分の時間のロスが少ないこと。悪かった点は

インターネット機器の調子が悪かったりした

ら授業に遅れたり、参加できなかったりする

ところ。 
 良かった点としては、遠隔であることで、自

主的な学習の機会は増えたように思う点であ

る。悪かった点としては、質問やコミュニ

ケーションをとることができなかったことで

ある。 
 遠隔講義を経験してみて、まわりを気にする

ことなく、一人で静かに講義を受けることが

できたことが良かった点です。わからないこ

とや困ったときに、すぐに先生に尋ねること

ができないのが不便な点だと思いました。 
 
本学における遠隔講義の実施方法は Zoom を用

いたオンライン型講義、録画・録音によるオンデ

マンド型講義、講義内容を反映させた課題を提示

する演習型講義の 3 種類であり、本講義において

はオンデマンド型以外の 2 種類の講義を実践した。

これらに対する学生の感想から、遠隔になったこ

とで、通学時間の短縮になり、空いた時間を学習

に費やすことが可能であるという意見が多かった。

また、対面と違い、一人で周りを気にすることな

く受講できた点、講義を聞きながら分からないと

ころをインターネット等で調べることができる点、

必要な教科書以外の参考書なども自宅であればす

ぐに取り出して確認できる点など、自宅であるこ

とのメリットを学生が活かしていたと考えられる。 
一方、第４章第２節（b）でも言及したとおり、

対面に比べて遠隔講義では教員に対して質問をす

ることが難しいという意見が多かった。また、講

義の内容とは関係なく、パソコン等の機器の不具

合、インターネット回線の不調による通信障害で

スムーズに受講できなかったという物理的な問題

を挙げている学生も多かった。またこれらの問題

以外に、友人に会えなくて寂しい、自宅にずっと

いるとオンとオフの切り替えが難しいといった精

神面に関する意見も多かった。ここで、本講義に

関する意見についてまとめると、オンライン型講

義における要点整理 Word ファイルやまとめ時間

の設定が講義内容の理解に役に立ったという意見

の他、限られた時間の中でまとめることでタイピ

ング速度が速くなったという技術的な効果も得ら

れたことが分かった。 
 次に、質問項目②について記述する。図 9 に、

本講義を履修している 3 年生、4 年生の学生で、

アンケートに回答した学生で遠隔講義と対面講義

のどちらを希望するかの割合に関するグラフを示

す。3 年生は遠隔講義と対面講義を希望する割合

が同一であった。一方、4 年生は、対面講義より

も遠隔講義を希望する学生が多かった。4 年生に

関しては、最終学年であるため、履修する講義が

少ないことが理由として考えられる。ほとんど講

義がない中で、登校するよりは自宅から講義を受

けた方が都合がよいと考えたのではないだろうか。

一方、3 年生の場合は、履修科目が相当数存在す

ると考えられるため、履修する科目の内容等に

よって遠隔講義か対面講義かが変わってくると考

えられる。また、図 9 のグラフは本学の経営情報

学科と情報ネットワーク学科の学生で分類した訳

ではないので、学科によって回答の傾向は異なる

可能性が考えられる。 
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